ユニット　６　話し手の強い感情をアピールする表現

1. 〜かぎり、
· 資源には限りがある。無駄遣い (むだづかい)してはいけない。
· その真珠 (しんじゅ)のネクレスは限りなく本物に近い偽物で、見ただけでは偽物であることが分からない。
· その演劇の公演は、今週限りで打ち切られる。
· 力の限り戦ったのだから負けても悔い (くい)はない。
· 私の知る限り、彼は絶対そんなことをするような人ではない。
· あいつが意地を張っている限りは、絶対にこっちも頭を下げないつもりだ。

2. 　Na（なこと）きわまりない、A—いこときわりない。それ以上はないようなところまで達している、と言う意味。非常に、
· その探検旅行が危険きわまりないものと言えた。
· そのような行動は、この社会では無作法 (ぶさほう)（なこと）きわまりないものとされている。

3. Nのいたり、　限られた名詞に付いて、あることのきわみ、最高の状態と言う意味を表す。
· お二人の晴れやかな門出 (かどで)をお祝いできて、ご同慶の至りです。
· このような後援会を開いてくださいまして、感激の至りです。
· この度我が社の長年の社会奉仕活動に対して地域文化賞をいただきましたことは誠に光栄の至りに存じます。

4. Nの極み、　「感激 (かんげき)」「痛恨 (つうこん)」など限られた名詞に付いて、これ以上ないほど極限的 (きょくげんてき)な状態であることを表す。
· このような盛大なる激励会 (げきれいかい)を開いていただき、感激のきわみです。
· 不慮の事故で我が子を失った母親は悲嘆 (ひたん)の極みにあった。不慮の形容詞〖予期しない〗unexpected, unforeseen; 〖偶然の〗accidental.

5. V-ないではおかない、　不会不
· 彼女の言動は、どこか私を苛立たせないではおかないものがある。
· 彼女とのこと、白状させないではおかないぞ。

6. V−ないではすまない、　　非．．不可．．
· こんなひどいことをしたんは、お母さんにしかれないではすまないよ。

7. V−てやまない、その感情が強く持続していることを表す。
· 愛してやまないアルプスの山々は今日もきれいだ、
· 彼女は、女優をしている間、ずっとその役に憧れ (あこがれ)て止ま (やま)なかった。

8. をきんじえない
· この不平な判決には怒りを禁じ得ない。
· 母の死を知らず無邪気に遊んでいる子供にあれみを禁じ得なかった。

9. V−る始末だ　　結果．．．
· 彼女は夫の欠点を延々と並べ上げ、あげくの果てには離婚すると言って泣き出す始末だった。

10. Nに難くない、Nにかたくない
· 難く◦ない（「…にかたくない」の形で）…することがむずかしくない。…することがたやすい。「想像に―◦ない」
·  コンピュータが我々の日常生活にどれほど大きな影響を与えているか想像に難くない。

11. それまでだ
それまで3【其れ迄】
· ① その状態が限度である意を表す。それで終わり。「ここで落ちたら命は―だ」「やってみてだめなら―のことさ」
· ② そんなにまで。それほどまで。副詞的にも用いる。「―言うのなら，やってみよう」
· やってみてだめならそれまでだ。If you try but don't succeed, that's that [that's the end of it]. (!あきらめの気持ちを表す慣用表現)

12. 〜V−るまで（のこと）だ、大不了
· 父があくまで反対するなら、家を出るまでのことだ。
· もし入学試験に失敗しても、私は諦めない。もう一年頑張るまでのことだ。

13. 　V−たまで（のこと）だ、不過是．．
· 妻：どうして子供たちに結婚する前の話なんかしたんですか。
夫：聞かれたから答えたまでで、別に深い意味はないよ。

14. 〜V−うにもない
· 初恋の人に会いたいが、連絡先も知らないので会おうにも会えない。

15. 〜でなくてなんだろう

16. V＋ないものでもない　　「できる」と言うことを、消極的 (しょうきょくてき)に表す。
· この程度の料理なら、私にも作れないものでもない。
· 道は険しいが、気をつけて歩いて行けば行けないものでもない。

17. V−るにはあたらない、V−るにあたらない、「驚く」、「非難する」などの動詞に付いて、そうすることは適当ではない。
· 中学校で教師をしている友人の話によると、学校でのいじめが深刻だと言う。しかし驚くにはあたらない。大人の社会も同じなのだから。
· 子供がちっとも親のいうことを聞かないからといって、嘆くには当たらない。きっといつか親の心がわかる日が来る。

18. N+といったらない、A—い（とい）ったらない、その程度が極端である
· 花嫁衣装 (はなよめいしょう)を着た彼女の美しさといったらない。
· 彼は会議中に真面目な顔をして冗談を言うんだから、可笑しいったらない。

19. V−るべからず、禁止を表す。「べきでない」の文語形。
· 落書き (らくがき)するべからず。
· 芝生に入るべからず。
· 犬に小便させるべからず。

20. Nを余儀なくさせる　迫不得已、　　不得不
· 台風の来襲が登山計画の変更を余儀なくさせる。
· 思いがけないゲリラの反撃が政府軍の撤退を余儀なくさせた。

21. Nを余儀なくされる　　只能、、、必須 (ひっす)
· 長時間の交渉の結果、妥協 (だきょう)を余儀なくされる。
· 事業を拡張したが、売り上げ不振のため、撤退を余儀される結果になった。
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